
揖斐農林事務所の普及活動状況 令和６年７月 24 日現在 

■かき 揖斐地域果樹産地協議会の開催 

 ７月 16 日、ＪＡいび川大野営農経済センターにて、揖斐地域果樹

産地協議会を開催した。協議会は、生産部会、町、ＪＡ、ぎふアグリ

チャレンジ支援センター、揖斐農林事務所で構成されており、『地域

で活性化～柿のまち・大野町（揖斐郡）～』をスローガンに産地の活

性化と産地規模の維持・拡大を目指している。今回、各関係機関で令

和６年度の計画について検討した。 

農業普及課は、新規就農者への支援、新品種「麗玉」の導入普及を

図るとともに産地課題を踏まえ果樹産地構造改革計画の見直しに向

けた支援を行う。 

 

 

 

■茶 春日茶に関する意見交換会 

７月５日、いび薬草の里プロジェクト推進協議会の主催で、春日茶

に関する意見交換会が春日振興事務所で開催された。春日地区茶業

関係者と関係機関合わせて 15 名が出席した。 

意見交換会では、春日地区の４つの共同工場から生産、加工状況が

報告され、茶商からは販売に係る取り組みや消費者の反応などが報

告された。また、現状把握のために実態調査を実施する事となった。 

農業普及課は実態調査に向けて、品種や栽培面積、生産量、担い手

の有無等調査内容について支援を行う。 

 

 

 

■花き（フランネルフラワー） 化学農薬使用量低減に向けた取り組み 

 岐阜県育成品種「フランネルフラワー」は、近年、ハダニ類などの微

小害虫の被害が増加している。そのため池田町の生産者ハウスで７月

３～24日、「グリーンな栽培体系への転換サポート事業」を活用して、

化学農薬使用量低減に向けた実証ほを設置した。物理的防除による害

虫侵入抑制や微小害虫の天敵による防除の技術を組み合わせた実証を

行い、防除マニュアルを作成する。 

 農業普及課は今後、害虫発生状況などの調査を行う。 

 

 

 

■種子生産 栽培研修会 

大野町採種圃生産組合は、米（ハツシモ岐阜 SL）８ha、小麦（イ

ワイノダイチ）45ha、大豆（フクユタカ）30ha で種子生産を行って

いる。 

７月５日、ＪＡいび川大野営農経済センターにて優良種子生産に

向けた栽培研修会が開催された。農業普及課は、令和６年産小麦の

気象の影響や雑草対策の結果について報告した。また、令和６年産

水稲と大豆について、前年の害虫発生等の課題をふまえ、安定生産

に向けた栽培管理のポイント等について指導した。 

 

 

 

ぎふ農畜水産物のブランド展開 

【意見交換会の様子】 

【実証ほ設置の様子】 

【研修会の様子】 

【協議会の様子】 

【協議会の様子】 



■いちご いちご組合通常総会及び反省会の開催 

 令和５年産いちごの生産が終了し、揖斐郡の３組合では、通常総会が

開催された。令和６年産に向け、安全・安心な高品質ないちご生産や生

産者同士の交流による技術研鑽などの基本方針が提案され、承認され

た。 

総会後の栽培研修会で、農業普及課は、令和５年産作の振り返りと現

在栽培管理中の子苗の肥培管理や高温対策のポイントについて指導し

た。 

今後も、揖斐地域のいちご生産振興に向けて組合活動の支援を行う。 

 

 

 

■直売所 野菜栽培講習会の開催 

 ７月16日、ＪＡいび川が、担い手サポートセンターで野菜栽培講習会

を開催し、23名が受講した。ＪＡいび川では、直売所の農産物の出荷拡

大に向けて定期的に栽培講習会を実施している。 

 農業普及課は講師として出席し、冬春野菜の栽培に向けて、播種や定

植作業、高温、大雨、台風対策などのポイントについて説明した。 

 今後も、農産物の地産池消の推進にむけてＪＡいび川が開催する講習

会の支援を行う。 

 

 

 

■薬草 伝統食の試作と意見交換会 

  ７月 17 日、農業普及課が主催し「岐阜の「食」資源発掘・活用事

業」を活用して、薬草を使用した伝統食の試作と意見交換会を開催し

た。 

春日伝統野菜クラブの会員が講師となり、よもぎ餅や大根葉を入

れたおはぎの作り方を岐阜大学里山くらし応援隊の学生に伝えた。 

 今後、応援隊は、秋に岐大祭や地元のイベントを通じて地域食材の

ＰＲや伝統食の紹介を行うことを計画している。 

農業普及課は、応援隊の活動が円滑に進むよう支援を行う。 

 

 

 

■徳山なんば 揖斐特別支援学校との連携 

 揖斐特別支援学校では、徳山なんば生産振興協議会と連携し、令和５

年から高等部の農園芸班が育苗に取り組んでいる。 

７月９日、育苗した苗約 550本を協議会へ納品した。この取り組みは

揖斐特別支援学校から「種まきから一連の生産学習ができるとともに、地

域文化にも触れることができる」と高く評価されている。また、生徒た

ちが徳山なんばの生産に携わることが協議会員の生産意欲の向上につな

がっている。 

農業普及課は、徳山なんばの生産振興に向けて支援を行う。 

 

 

 

中山間地域を守り育てる対策 

【納品式の様子】 

【意見交換の様子】 

【講習会の様子】 

【研修会の様子】 


